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第
二
十
二
回
通
常
総

代
会
を
五
月
二
十
七
日

（
金
）
新
庄
市
民
文
化

会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
、
最
上
総
合
支
庁
長
（
代

理
）
産
業
経
済
部　

林
業
・
木
材
産

業
振
興
室
長　

梅
津
寿
氏　

山
形
森

林
管
理
署
最
上
支
署
長　

中
尾
昌
弘

氏　

山
形
県
森
林
組
合
連
合
会　

代

表
理
事
会
長
（
代
理
）
代
表
理
事
常

務　

渡
邊
真
司
氏　

最
上
町
村
議
長

会　

会
長　

早
坂
文
也
氏　

国
立
研

究
開
発
法
人　

森
林
研
究
・
整
備
機

構
森
林
整
備
セ
ン
タ
ー　

山
形
水
源

林
整
備
事
務
所
長
（
代
理
）
主
幹　

和
田
洋
一
氏　

山
形
県
林
業
公
社
理

事
長
（
代
理
）
常
務
理
事　

佐
藤
新

氏　

農
林
中
央
金
庫　

山
形
支
店
長

（
代
理
）
営
業
第
一
班　

次
長　

杉

山
和
広
氏
を
お
招
き
し
総
代
数　

二

百
名　

現
在
総
代
数　

二
百
名　

本

人
出
席　

五
八
名　

書
面
出
席　

一

三
四
名
の
出
席
を
得
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

議
長
に
は
、
髙
橋
忠
助
氏
（
真
室

川
地
区
）
を
選
任
し
、
提
出
さ
れ
た

九
議
案
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
一
号　

平
成
二
十
八
年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、
注
記
表
及
び
附
属
明

細
書
承
認
の
件

議
案
第
二
号　

平
成
二
十
九
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

議
案
第
三
号　

平
成
二
十
九
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額
決
定
の
件

　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
九
年
度
借
入
金
額
の
最
高
限
度
額
を
、
金

三
億
円
に
決
定
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
但
し
、
転
貸
資
金
は
除
く
）

議
案
第
四
号　

平
成
二
十
九
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金
並
び

に
債
務
保
証
の
最
高
限
度
額
の
決
定
の
件

　
　
　
　
　
　

貸
付
金
最
高
限
度
額　

五
〇
万
円

　
　
　
　
　
　

債
務
保
証
の
最
高
限
度
額
三
〇
〇
万
円
と
す
る
。
転

貸
資
金
は
理
事
会
一
任
と
す
る
。

議
案
第
五
号　

平
成
二
十
九
年
度
役
員
報
酬
額
の
決
定
の
件

　
　
　
　
　
　

⑴　

理
事
報
酬
は
、
五
、
三
三
〇
千
円
以
内
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

支
給
配
分
に
つ
い
て
は
理
事
会
に
一
任
す
る
。

　
　
　
　
　
　

⑵　

監
事
報
酬
は
、
三
八
〇
千
円
以
内
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

支
給
配
分
に
つ
い
て
は
監
事
会
に
一
任
す
る
。

議
案
第
六
号　
平
成
二
十
九
年
度
余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
の
決
定
の
件

　
　
　
　
　
　

農
林
中
央
金
庫
、管
内
各
農
業
協
同
組
合
、ゆ
う
ち
ょ

銀
行
、
山
形
銀
行
、
荘
内
銀
行
、
き
ら
や
か
銀
行
、

新
庄
信
用
金
庫

議
案
第
七
号　

造
林
補
助
金
取
扱
手
数
料
決
定
の
件

　
　
　
　
　
　

一
般
造
林
補
助
金
の
一
〇
％
以
内
と
す
る
。

議
案
第
八
号　

次
期
系
統
運
動
設
定
の
件

議
案
第
九
号　

役
員
選
任
の
件

第22回通常総代会
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平
成
二
十
八
年
四
月
、
九
州
地
方
が
大
地
震
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
熊
本
を
中

心
に
地
震
観
測
史
上
初
め
て
、
震
度
七
と
い
う
大
き
な
地
震
が
二
度
続
け
て
発
生
し
ま

し
た
。
人
的
被
害
一
、
三
〇
〇
余
名
、
住
宅
被
害
約
一
〇
二
、〇
〇
〇
棟
と
い
う
甚
大

な
被
害
で
あ
り
ま
し
た
。
近
年
こ
の
よ
う
な
大
き
な
自
然
災
害
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、

特
に
気
象
災
害
等
、
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
崩
壊
な
ど
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
の
関

連
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
が
い
か
に
大
切
か
、
又
こ
れ
を
ど
う

維
持
し
て
い
く
か
が
、
我
々
森
林
組
合
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
課
題
と
位
置
づ
け
森
林

整
備
等
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

一
方
経
済
動
向
は
緩
や
か
な
回
復
傾
向
で
あ
る
と
経
済
誌
等
の
報
道
は
あ
る
も
の
の
、

地
方
の
感
覚
と
し
て
は
、
ま
だ
実
感
が
伴
わ
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

昨
年
完
成
し
た
大
型
集
成
材
工
場
が
本
年
四
月
よ
り
本
格
稼
働
し
、
木
材
の
流
通
量
が

大
き
く
増
加
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
又
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
Ｃ
Ｄ
材
も
顕
著
な
増
加

を
し
て
い
ま
す
。
価
格
面
に
お
い
て
も
今
後
上
昇
傾
向
に
向
か
う
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
も
山
形
市
に
お
い
て「
第
二
回
全
国
森
林
ノ
ミ
ク
ス
サ
ミ
ッ
ト
」が
開
催
さ
れ
、

木
材
利
用
を
積
極
的
に
進
め
、
山
形
県
の
木
材
生
産
量
五
七
万
㎥
メ
ー
ト
ル
を
目
標
と

し
、
林
道
及
び
作
業
道
の
整
備
、
森
林
経
営
計
画
の
作
成
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

当
組
合
と
し
て
も
森
林
経
営
計
画
樹
立
を
進
め
高
性
能
林
業
機
械
を
活
用
し
、
木
材

増
産
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
組
合
員
の
方
々
に
は
中
間
収
入
と
し
て
間

伐
材
の
販
売
と
補
助
制
度
の
活
用
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
還
元
が
出
来
る
よ
う
努
力

し
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
度
に
発
足
し
た
山
形
県
農
林
大
学
校
林
業
経
営
学
科
の
学
生
が
当
組
合
へ
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
研
修
に
訪
れ
ま
し
た
。
今
後
の
林
業
界
を
担
う
若
者
た
ち
が
憧

れ
る
森
林
組
合
と
な
る
べ
く
、
技
術
向
上
・
知
識
の
研
鑽
に
精
進
し
、
魅
力
溢
れ
る
組

合
に
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
度
に
お
け
る
事
業
の
総
収
益
は
、三
九
三
、三
七
七
千
円
で
事
業
総
利
益
一
二
三
、

五
〇
八
千
円
、
税
引
前
当
期
純
利
益
が
六
、
三
七
八
千
円
を
計
上
す
る
こ
と
と
な
り
、

当
期
剰
余
金
は
五
、〇
二
八
千
円
で
前
年
対
比
は
取
扱
高
、
総
利
益
が
若
干
上
回
る
結

果
と
な
り
、
未
処
分
剰
余
金
も
一
三
、
七
四
五
千
円
計
上
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
、
組
合
員
、
国
、
県
、
市
町
村
並
び
に
関
係
機
関
の
ご
支
援
と
ご
協
力

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
な
お
一
層
の
ご
理
解
、
ご
指
導
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成28年４月１日～平成29年３月31日（単位：円）損益計算書

平
成
二
十
八
年
度
　
決
算
の
概
要
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・
近
年
、
地
球
温
暖
化
が
原
因
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
自

然
災
害
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
伴
う

堤
防
の
決
壊
な
ど
大
き
な
災
害
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、
我
々
森
林
組
合
の
役
割
は
年
々

重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
間
伐
を
推
進
し
、
更
に
は

皆
伐
再
造
林
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
二

酸
化
炭
素
の
吸
収
源
対
策
が
進
み
、
地
球
温
暖
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
事
業
を
今
後
も
進
め
て
参
り
ま
す
。
山

形
県
知
事
が
提
唱
す
る
「
森
林
ノ
ミ
ク
ス
」
を
我
々
森
林

組
合
が
積
極
的
に
推
進
し
、
育
て
る
林
業
か
ら
使
う
林
業

へ
の
転
換
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

・
新
庄
市
に
進
出
し
た
国
内
最
大
手
の
集
成
材
工
場
が
い
よ

い
よ
本
年
よ
り
本
格
稼
働
し
ま
す
。Ｂ
材
の
流
通
量
が
増

加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
森
林
組
合
と
し
て
は
Ａ

材
の
需
要
も
平
行
し
て
一
段
と
活
性
化
し
、
木
材
生
産
販

売
の
業
務
拡
大
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
我
々
森
林
組
合
は
事
業
の
効
率
化
に

向
け
て
経
営
計
画
を
積
極
的
に
策
定
し
路
網
整
備
や
高
性

能
林
業
機
械
等
を
活
用
し
た
低
コ
ス
ト
作
業
を
実
践
し
、

組
合
員
の
方
々
に
少
し
で
も
多
く
の
利
益
還
元
が
出
来
る

よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
今
ま
で
あ
ま
り
利
用
価
値
が
な
く
、
未
利
用
材
と
し
て
放

置
さ
れ
て
い
た
Ｃ
・
Ｄ
材
が
、
こ
こ
に
来
て
燃
焼
用
チ
ッ

プ
材
原
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
山
形
県
に
稼

働
予
定
の
「
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
」
は
二
事
業
所
が
稼

働
し
、
六
事
業
所
が
稼
働
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
需

要
は
急
激
に
増
加
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
森
林
組
合

と
し
て
は
、
A
〜
D
材
ま
で
余
す
こ
と
な
く
生
産
販
売
し
、

組
合
員
の
皆
様
に
今
ま
で
以
上
に
還
元
し
て
参
り
ま
す
。

・
荒
廃
森
林
緊
急
整
備
事
業
や
森
林
作
業
道
・
里
山
整
備
、

更
に
は
美
し
い
森
林
づ
く
り
事
業
な
ど
の
各
種
森
林
整
備

の
補
助
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
荒
廃
し
た
森
林
の
健
全

化
・
再
生
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

・
業
務
管
理
に
お
い
て
も
、
管
理
費
等
を
改
善
し
な
が
ら
コ

ス
ト
を
縮
減
し
、
経
営
の
安
定
化
に
努
め
、
健
全
な
財
務

基
盤
と
効
率
的
な
事
業
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

今
後
と
も
関
係
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

目
標
達
成
の
た
め
役
職
員
一
同
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 運

営
の
基
本
方
針

運
営
の
基
本
方
針

 
平
成
二
十
九
年
度
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森　　正昭
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理　事

叶内　富夫
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代表監事

金田　勝雄
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監　事

松田　洋一
(戸沢村)

監　事

栗田　啓一
(鮭川村)

役
員
紹
介

理
事

監
事

理　事

安喰　秀弥
(鮭川村)

理　事

安彦　敏春
(大蔵村)

●新

●新●新

●新●新

理　事

佐藤　俊一
(真室川町)

理　事

南　　勝雅
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理　事

大山　照明
(戸沢村)
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森
林
経
営
計
画
を
策
定
し
認
定
を
受
け
た

森
林
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
国
の
支
援
措
置

等
（
税
制
上
の
特
例
措
置
　 

及
び
補
助
金
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
森
林
所
有
者
の
費

用
負
担
を
減
ら
し
て
山
の
手
入
れ
（
造
林
・

下
刈
り
・
除
間
伐
等
）
を
計
画
的
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
原
則
と
し
て
、
補
助
制
度
を
活
用
し
、
山

の
手
入
れ
を
す
る
場
合
、
森
林
経
営
計
画
に

基
づ
い
て
行
う
施
業
の
み
が
支
援
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
よ
っ
て
補
助
制
度
を
有
効
に
活

用
し
な
が
ら
施
業
を
行
う
に
は
森
林
経
営
計

画
を
策
定
し
認
定
を
受
け
る
事
が
必
須
条
件

と
な
り
ま
す
。

　
森
林
組
合
が
組
合
員
の
皆
様
か
ら
森
林
経

営
の
委
託
を
受
け
、
森
林
経
営
計
画
を
策
定

し
認
定
を
受
け
た
森
林
を
搬
出
間
伐
し
た
場

合
、
森
林
施
業
と
作
業
道
整
備
に
必
要
な
経

費
が
支
援
さ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
森
林

経
営
計
画
の
策
定
は
非
常
に
重
要
な
位
置
づ

け
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
当
組
合
で
は
、
作

成
し
た
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
低
コ
ス
ト
で

の
造
林
・
間
伐
・
路
網
整
備
を
進
め
今
年
度

も
引
き
続
き
組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得

な
が
ら
、
経
営
計
画
区
域
の
拡
大
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
森
林
経
営
計
画
の
認
定
を
受
け
る
に
は

様
々
な
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
当
組
合
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
平
成
十
九
年
度
か
ら
「
や
ま
が
た
緑
環

境
税
事
業
」
を
活
用
し
た
森
林
整
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
十
ヵ
年
を
一
期
と
し

た
事
業
実
績
も
組
合
員
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
計
画
を
達
成
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。

（
平
成
十
九
年
度
〜

平
成
二
十
八
年
度
の
実
績
）

・
針
広
混
交
林

　
　
二
三
団
地
　
　
二
〇
〇
ha

・
長
期
育
成
林

　
　
一
五
三
団
地
　
一
、
四
九
七
ha

・
里
山
林
整
備

　
　
五
四
団
地
　
　
一
四
五
ha

　
引
き
続
き
今
年
度
か
ら
十
年
間
、
森
林

整
備
事
業
等
が
行
わ
れ
る
事
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　
森
と
み
ど
り
を 

未
来
へ 

つ
な
ぐ
た
め
、

組
合
員
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
主
伐
後
の
再
造
林
「
植
え
る
↓

育
て
る
↓
利
用
す
る
」
の
森
林
資
源
の
循

環
利
用
を
積
極
的
に
進
め
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
山
形
県
で
は
、
再
造
林
を
行
う

経
費
に
対
し
森
林
施
業
支
援
事
業
に
合
わ

せ
て
や
ま
が
た
緑
環
境
税
で
嵩
上
げ
し
て

補
助
し
ま
す
。

や
ま
が
た

　
緑
環
境
税
事
業 

継
続

森
林
経
営
計
画
の
必
要
性

（※1）

 

所
得
税
の
控
除
、
相
続
税
の
軽
減
等

（※1）
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月曜日～木曜日は午後５時まで
金曜日は午 前 中まで 受付しております

お
礼

大
好
大
好
評
!!

あずき

　
朝
早
く
か
ら
お
越
し
頂
き
、
お
買
い

求
め
下
さ
い
ま
し
た
皆
様
方
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

組合員の皆様へ
住所や氏名に変更が生じ
た際は、手続きが必要と
なりますので、当組合ま
でご連絡下さい。

ささぎ豆

総
務
課

総
務
課
長
　
　
　
　
　
　
　
渡
部
　
伸
也

総
務
課
主
査
　
　
　
　
　
　
杉
原
　
千
恵

総
務
課
会
計
係
　
　
　
　
　
黒
坂
い
ず
み

総
務
課
係
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
雄
平

森
林
整
備
課

森
林
整
備
課
長
　
　
　
　
　
髙
橋
　
雄
一

森
林
整
備
課
長
補
佐
　
　
　
松
澤
　
　
強

森
林
整
備
課
主
査
　
　
　
　
渡
部
　
勝
義

森
林
整
備
課
係
長
　
　
　
　
井
上
　
敏
行

森
林
整
備
課
係
　
　
　
　
　
越
後
　
麻
美

森
林
整
備
課
係
　
　
　
　
　
沓
澤
　
重
泰

森
林
整
備
課
係
兼
販
売
係
　
奥
山
　
宏
太

林
産
振
興
課

林
産
振
興
課
長
　
　
　
　
　
沓
沢
　
卓
美

林
産
振
興
課
長
補
佐
　
　
　
斎
藤
　
慎
士

林
産
振
興
課
会
計
係
長
　
　
森
　
　
恵
子

林
産
振
興
課
係
長
　
　
　
　
鈴
木
　
健
一

林
産
振
興
課
係
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
徹

林
産
振
興
課
加
工
場
係
兼
販
売
係
　
阿
部
　
和
也

林
産
振
興
課
加
工
場
会
計
係
　
佐
藤
　
和
子

・各豆１升に対して砂糖２㎏をご一緒にお持ち下さい。
・１缶250円　生豆１升につき約12～14缶　3,000円から3,500円程度

当店で取り扱っていない林業関係の商品もご相談頂ければ取り寄せ販売も可能です。
ご来店心よりお待ち致しております。

最 上 広 域 森 林 組 合
ＴＥＬ  0233（62）2102
ＦＡＸ  0233（62）2953

委託加工では、一年を通して生の小豆、ささぎ豆、黒豆を缶詰に出来ます。

購買品では、長靴・地下足袋・笹刈刃・鉈・鋸・鎌等の林業資材を中心に
多くの商品を取り扱っております。

最上町最上町最上町最上町最上町最上町最上町最上町最上町最上町最上町 真室川町真室川町真室川町真室川町真室川町真室川町真室川町真室川町真室川町真室川町

職
員
人
事


